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防災イベント報告 

 

開催日時：平成 28 年 1 月 16 日（土） 13：30～16：30 

講  演：NPO 法人プラスアーツ 永田理事長 

防災・コミュニティ活動のご紹介 

参  加：地域の方（10 名）、ルネッサンス in 洋光台事務局 

 

○防災をキーワードに、コミュニティを元気にする取組事例のご紹介。 

 「いつも同じ人しか来ない」「若い人がなかなか参加してくれない」等の課題を解消するには、あ

えて隙のあるプログラム構成にすることで、参加型・自立型の活動になっていく。 

  関われるようにすることに加えて、「魅力付け」をすることが大切。 

  魅力があり、来てみたら手伝えるようになっていることが大事。この考え方でプログラム

を作っている。 

  洋光台では高齢者向けの「高齢者防災」をやってみてはどうかと感じた。防災グッズ１つ

とっても高齢者向けは違うはず。 

 「高齢者防災」については、洋光台発で他の地域でも使われるようなものを作っていけるの

ではないか。みなさんが本気取り組んでもらえるのであれば、お手伝いできる。 

 

○プラスアーツが実施しているプログラムのご紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イザ！カエルキャラバン！：楽しい防災訓練

  シンボルマークをカエルで演出。ほとんどの地域が、

1 回やり方をレクチャーすると、2 年目からは独自に

活動をしている。被災者の声を集めてプログラムを作

っていて、「地震イツモ講座」の内容を子どもに学ば

せるように工夫をしたもの。プログラムのチラシをま

くだけでは集客が難しいので「かえっこバザール」と

いうおもちゃを交換するというプログラムを組み合

わせたイベント。 

 レッドベアサバイバルキャンプ 

   一泊二日のキャンプをとおして、災害時に求められ

る力、火のおこし方、ロープの結び方などを学ぶ。初

日練習して、翌日試験をする。できると技バッチがも

らえる。技バッチは、それぞれの地域でご当地バッチ

が作られているほど人気がある。プレイパークをやっ

ている地域は相性が良いかもしれない。 

 

  



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

○当日の講演の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


